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日
銀
物
債
指
数
の

研-..71.. 
( 

一、~
抄

見

耳E

日
本
銀
行
の
物
債
指
数
は
、
通
常
司
』
れ
を
三
つ
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
日
銀
奮
卸
責
指
数
ご
日
銀
新
卸
貰
指
数

ご
日
銀
小
責
指
数
ご
が
、

ζ

れ
で
あ
る
。
私
は
、

ぞ
の
第
一
一
の
も
の
即
ち
日
銀
新
卸
責
指
数
に
就

τ、
研
究
を
準

め
よ
う
。

日
本
銀
行
の
新
卸
貢
物
居
間
指
数
は
、
東
京
に
於
け
る
五
十
六
商
品
の
卸
寅
相
場
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
o

各

商
品
に
は
そ
れ
ん
¥
標
準
銘
柄
が
定
め
て
ゐ
っ
て
芸
一
定
量
の
毎
月
相
場
が
調
査
の
根
本
材
料
Z
な
る
の
で
あ

る
o

此
根
本
材
料
を
利
用
し
て
先
づ
第
一
に
各
品
目
に
つ
い
て
筒
別
物
侵
指
数
を
算
出
す
る
。
筒
別
物
債
指
按

は
、
明
治
三
十
三
年
十
月
の
相
場
を
一

O
Oに
立
て
、
そ
れ
を
標
準
ご
し
て
以
下
毎
月

ω相
場
を
百
品
川
敷
で
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
五
十
六
の
箇
別
物
贋
指
数
の
算
術
平
均
を
毎
月
に
つ
い
て
計
算
L
、
所
謂
線
物
慣
指

教
な
る
も
の
を
求
む
る
の
で
ゐ
る
。
通
常
日
銀
卸
賓
指
数
ご
云
ふ
の
は
こ
の
総
物
欄
指
数
の
事
で
あ
る
。

従
っ
て
日
銀
物
債
指
数
を
研
究
す
る
に
嘗
つ
で
も
、
種
々
の
階
段
を
分
ち
、
各
部
門
に
熔
じ
て
池
嘗
な
る
方
法

論

叢

日
器
物
償
措
置
の
研
究

第
二
十
巻

(
算
三
腕

，、

) 

五

七



詰者

議

日
観
鞠
倒
措
置
白
研
究

第
二
十
巻

{
第
三
税

六
回
)

五

ノ、

を
講
守
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
は
調
査
の
根
本
材
料
の
問
題
で
あ
る
。
印
も
基
健
商
品
ご
し
て
如
何
な
る
品
目
を
選

ぶ
べ
き
か
、
真
仁
其
商
品

ω
如
何
な
る
銘
柄
に
つ
い
て
毎
月
相
場
を
調
査
す
べ
き
か
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
向
。

次
に
何
時
の
相
場
を
標
準
ご
し
て
箇
別
物
債
指
数
を
算
出
す
ぺ
き
か
、
卸
も
標
準
時
期
が
問
題
ご
な
る
の
で
あ

る
o
夏
に
第
三
階
段
ご
し

τ、
-
』
の
五
十
六
の
筒
別
物
横
指
数
を
綜
合
し
て
纏
物
園
間
指
数
を
算
出
す
る
に
嘗
h
知

何
な
る
方
法
に
よ
る
吋
き
か
、
卸
も
卒
均
及
び
秤
量
の
問
題
が
起
っ
て
来
る
。
な
は
日
銀
物
債
指
数
の
研
究
範
闇

を
大
館
-
』
の
三
階
段
に
1
7
も
た
い
の
で
あ
る
。

第
一
の
基
礎
商
品
及
び
基
礎
銘
柄
は
、
物
侵
指
数
調
査
り
最
初
の
出
費
結
を
な
す
も
り
で
ゐ
る
か
ら
、
慎
重
に

之
を
惑
捧
す
る
必
要
が
あ
£
。
有
も
基
礎
商
品
党
る
以
上
は
、

一
因
の
物
債
を
反
影
す
る
に
必
要
に
し
て
且
つ
充

分
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
夏
い
或
商
品
の
基
礎
銘
柄
た
る
矯
め
に
は
、
立
(
商
品
の
相
場
を
適
切
に
一
市
す

資
格
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

日
本
銀
行
が
如
何
な
る
標
準
で
新
卸
貰
指
数
の
基
礎
商
品
及
び
銘
柄
を
選
ん

rか
は
明
か
で
な
い
が
、
経
済
界

の
権
威
者
の
手
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
共
商
品
及
び
銘
柄
は
少
〈
ご
も
明
治
三
十
三
年
の
嘗
時
に
あ
っ
て
は

遁
切
な
る
も
の
で
あ
っ
た
吉
、

一
臆
は
推
断
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

然
し
過
去
に
於
て
必
要
に
し
て
且
つ
充
分
な

る
商
品
銘
柄
で
ゐ
つ
で
も
、
時
代
の
麓
濯
Z
共
に
其
銘
柄
の
或
物
が
巳
び
其
商
品
の
或
物
が
閥
民
経
杭
胴
上
何
等
の

意
義
を
有
せ
な
い
様
に
な
る
事
は
、
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
真
に
考
ふ
る
に
、
基
礎
商
品
芭
し
て
鉄
〈
ぺ
か



ら
ぎ
る
商
品
が
五
十
六
日
間
目
中
に
敷
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
も
知
れ
な
い

L
、
叉
現
今
標
準
ご
な
っ

τゐ
る
銘
柄
が

背
部
礎
銘
柄
三
返
っ
て
ゐ
る
古
云
ふ
事
も
ゐ
L

リ
得
る
の
で
あ
る
。
殊
に
我
閥
凶
如
〈
過
去
四
十
五
年
の
聞
に
経
済
上

大
愛
還
を
遂
げ
た
場
合
に
は
、
決
し
て
此
貼
を
無
椀
し
で
は
な
ら
な
い
。
少
し
梼
端
な
言
ひ
方
が
も
知
れ
な
い

が
‘
明
治
三
十
三
年
十
月
に
基
礎
商
品
基
礎
銘
柄
が
過
切
に
子
り
人
れ

τあ
れ
ば
あ
る
耗
、
常
時
ご
事
情
を
異
に

せ
る
現
代
に
あ
っ
て
は
其
基
礎
商
品
銘
柄
が
不
通
嘗
に
な
っ
て
ゐ
る
芭
も
主
張
出
来
る
。
此
矛
盾
に
苦
ん
で
ゐ
る

の
は
、
軍
に
日
銀
物
債
指
数
の
み
な
ら
歩
、
内
外
多
〈
の
物
横
指
数
が
凡
て
そ
れ
で
あ
る
o

而
L
τ
此
場
合
に
用

ひ
ら
れ
易
い
救
済
手
段
は
、
む
ぴ
た
る
銘
柄
に
替
ふ
る
に
類
似
の
銘
柄
政
組
を
己
り
入
れ
、
惑
に
辛
う
じ
て
銘
柄

品
Hω
同
一
牲
を
求
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

要
す
る
仁
問
題
は
、
那
過
に
同
一
性
を
求
む
べ
き
ゃ
に
掃
す
る
の
で

あ
る
。凡

そ
銘
柄
商
品
の
同
一
性
に
は
二
つ
の
場
合
を
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
経
済
事
情
が
閏
定
L
て
ゐ
る
か
又
は
犬

L
た
縫
動
の
な
い
時
に
は
、

-
定
の
商
品
の
或
銘
柄
を
或
一
定
量
採
る
事
が
、
郎
、
も
同
一
性
を
保
つ
所
以
で
あ

る
。
他
方
経
済
事
情
の
接
動
著
L
き
時
に
は
、
考
へ
方
に
よ
っ
て
は
、
或
一
定
の
商
品
の
或
銘
柄
を
或
一
定
量
ご

る
事
が
同
一
性
世
保
つ
所
以
で
も
め
h
、
叉
は
経
済
界
の
盤
勤
に
熔
じ
商
品
銘
柄
を
適
営
に
取
捨
選
捧
す
る
の

が
、
目
的
に
遁
な
ふ
ご
一
耳
ふ
事
が
出
来
る
。
思
ふ
に
総
務
事
情
の
愛
動
著
じ
き
に
拘
ら
宇
、
同
じ
銘
柄
商
品
を
墨

守
す
る
の
は
、
物
侵
指
数
的
同
一
性
を
保
つ
所
以
な
め
ご
云
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。

き
り
ご
て
移
り
行
〈
経
済
事

論

書室

日
銀
物
倒
指
駒
田
研
究

第
二
十
巻

(
第
三
腕

六
五
)

五

九



前

叢

(
第
三
腕

日
器
物
償
措
般
の
研
究

第
二
十
巻

，、
"-r、
) 

五

O 

情
に
臆
じ
て
絶
h
A
V
銘
柄
商
品
を
抽
出
動
せ

L
的
、
而
も
品
位
動
の
継
ぎ
目
に
些
の
不
自
然
を
も
生
悲
し
め
な
い
潟
め

に
は
、
我
闘
の
経
務
統
計
の
後
誌
が
依
り
じ
幼
稚
な
る
を
皿
買
わ
る
の
で
あ
る
c

こ
う
な
る
ご
、
問
題
は
中
々
容
易

で
な
い
。
日
銀
物
価
問
指
数
の
選
捧
し
て
ゐ
る
銘
柄
商
品
に
費
し
て
は
、
恰
も
他
の
物
療
指
数

ωそ
れ
に
劃

L
て
ご

同
じ
様
に
、
容
易
に
非
難
を
加
へ
る
事
が
出
来
る
o

然
ら
ば
如
何
な
る
商
品
を
加
除
し
、
如
何
な
る
銘
似
を
訂
正

L
、
し
か
も
此
訂
正
加
除
を
如
何
に
賞
行
す
る
か
ご
な
る
ご
、
問
題
は
行
き
詰
ま
ら
ゲ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
は
標
準
時
期
で
あ
る
。
標
準
時
期
は
卒
均
方
法
ご
密
接
な
る
関
係
を
有

L
τ
ゐ
る
が
、
叉
平
均
の
採
h
方

正
は
胡
h
，
離
し
て
車
澗
に
論
宇
品
事
も
出
来
る
c

箇
別
物
横
指
数
の
標
準
時
期
は
、
之
を
物
債
指
数
の
出
俊
駄
ご
考
ふ
れ
ば
或
は
最
初
の
年
月
か
又
は
物
療
り
比

較
的
低
き
時
か
を
採
る
べ

f
、
又
、
之
を
筒
別
物
債
の
終
局
貼
ご
解
す
れ
ば
最
近
の
年
月
叉
は
物
債
の
高
き
附
を

鐸
よ
べ
き
で
あ
る
o
然
L
普
通
は
標
準
時
期
は
即
ち
正
前
物
債
の
時
な
h
Z
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
o
従
っ
て
標
準
年

月
の
物
債
指
数
即
ち
一

0
0を
中
心
ご
し
て
上
下
に
高
い
物
償
(
一
O
O
以
よ
)
ご
低
い
物
痕
(
一

0
0
以
下
)
さ
が
泊
蛍

に
分
臨
せ
ら
れ
る
様
に
、
標
準
附
期
4T
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
事
ご
な
る
o

此
円
的
の
縛
め
に
は
、

日
銀
物
価
恨
指
数
の

採
用
せ
る
明
治
三
十
三
年
十
月
正
云
ふ
標
準
時
期
は
、
果

L
て
過
賞
で
あ
ら
う
か
。

第
三
は
五
十
六
の
儲
別
物
債
指
数
十
綜
合
し
て
純
物
倒
指
数
を
算
定
す
る
手
続
、
換
言
せ
ば
卒
均
ご
秤
量
ご
の

ニ
れ
に
就
て
は
己
に
円
吉
宮
町
当
初
E
2
の
立
仮
な
る
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
を
狩
間
四
学
士
が
紹
介
せ

問
題
で
あ
る
。

日sher:Making of Inclex Nun巾ers

諸問事士:鞠慣拘置交の理論且質際(盤面時皐論集第二巷第三税)

1) 
2) 



ら
れ
、
叉
藤
本
陣
士
の
濁
立
の
研
究
を
俊
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
詳
細
は
此
等
議
論
文
に
譲
る
。

日
銀
物
腐
指
数
は
、
五
十
六
の
筒
別
物
価
慣
指
数
の
皐
純
算
術
平
均
を
採
用
し
て
ゐ
る
。
軍
純
一
中
均
で
ゐ
る
か

ら
、
五
十
六
品
目
を
同
資
格
仁
扱
ひ
岡
一
秤
量
を
附

L
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

考
へ
方
に
よ
れ
ば
、
何
等
の
秤
量
を

も
附
仁

τゐ
な
い
ご
も
一
五
へ
品
。
秤
量
り
問
題
は
基
礎
商
品

ω採
b
方
ご
関
連
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
無
秤
量
の
部
制

す
不
都
合
は
基
礎
商
品
の
選
捧
に
よ
り
其
一
部
を
救
済
し
得
ペ
(
、
又
基
礎
商
品
の
侠
勅
は
秤
量
の
如
何
に
よ
b

之
を
緩
和
す
る
事
が
出
来
る
。
然

L
秤
量
の
問
題
は
、
基
礎
商
品
の
問
題
ご
同
じ
く
、
解
決
が
困
難
で
ゐ
る
。
明

拾
三
十
三
年
十
月
に
趨
切
な
り

L
秤
量
は
確
に
現
今
に
は
漣
し
な
い
の
で
あ
る
o
然
ら
ば
、
千
鶴
高
化
の
経
済
妹

態
に
廃
す
る
匁
め
に
如
何
な
る
秤
量
方
治
会
ご
る
べ
き
か
の
賞
際
問
題
ご
な
る
E
、
議
に
迷
宮
に
入
ら
F
る
世
相
官

な
い
の
で
あ
る
ο

以
上
、

日
銀
物
慣
指
数
の
内
容
を
其
成
立
の
順
序
に
従
ひ
三
段
に
分
ち
、
腕
究
を
施
す
ぺ
き
徐
地
を
そ
れ
ぞ
れ

明
h
p

に
L
て
置
い
た
c

然

L
此
等
の
研
究
範
国
は
‘
従
来
卸
責
物
療
指
数
ご
し
て
品
目
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
を
吟

味
し
だ
に
過
ぎ
な

ν
。
夏
に
、

こ
の
筒
別
物
債
指
数
徳
物
倒
指
数
を
解
剖
す
る
事
に
よ
っ
て
、
主
(
配
列
の
幅
三
か

歪
み
ご
加
、
又
は
並
(
持
出
化
の
幅
己
か
が
研
究
出
来
な
い
だ
ら
う
か
。
そ
う
し
て
、
金
貸
本
位
制
定
の
昔
か
ら
世
界

大
戦
を
中
心

Z
L大
震
災
に
終
っ
た
迄
り
我
が
抑
制
隣
界
費
途
の
一
時
期
を
、
物
問
問
指
数
の
方
面
よ
り
多
少
立
ち
入

う

τ説
明
出
来
な
い
v
w
h

ら
う
か
。
此
希
望
を
抱
い
て
、
割
払
は
自
分
の
研
究
範
国
を
少
[
く
繍
張
し
伐
の
で
あ
る
。

高I

二子L

日
州
出
楠
慣
指
唖
の
肝
究

(第三一一世

第一一ナ琶

川
口
)

d

一

五

藤本博士:糎持統計事



i論

議

日
組
物
情
指
取
の
山
明
究

第
二
十
巻

(
第
三
競

ハ
八
)

五

然
L
私
は
上
に
逃
べ
た
研
究
題
目
め
ん

τを
解
決
[
ょ
う
ご
す
る
の
で
は
な
い
。
第
一
の
基
礎
商
品
及
び
基
礎

銘
柄
の
問
題
は
、
可
な
り
難
問
題
で
あ
り
、
且
づ
統
計
材
料
が
自
由
仁
手
に
入
ら
な
い
時
で
あ
る
か
ら
・
之
が
解

決
を
断
念
し
に
の
で
あ
る
。
第
三
の
筒
別
物
倒
指
数
を
綜
合

L
総
物
価
個
指
数
を
算
一
定
す
る
場
合
に
於

τも
、
秤
量

の
問
題
に
は
、
第
一
の
問
題
Z
同
様
の
理
由
に
基
吉
、
之
に
手
を
鯛
れ
な
い
で
置
い
た
の
で
あ
っ
た
o

要
す
る
に
、
以
下
次
の
順
序
で
研
究
を
進
め
る
o

第
一
広
、
筒
別
物
贋
指
数
の
標
準
時
期
の
定
め
方
及
ぴ
組
物

痕
指
数
の
卒
均
方
法
で
あ
る
o

第
二
に
は
、
配
列
の
帆
及
び
歪
み
を
筒
別
物
侵
指
数
、
種
類
物
侵
指
数
及
び
総
物

積
指
数
仁
つ
い
て
調
べ
た
の
で
あ
る
o

而
し
て
第
三
に
は
、
物
侵
指
数
の
護
化
の
隔
を
筒
別
物
園
田
指
数
に
よ
り

τ

明
か
に

L
之
を
最
後
の
問
題
Z
し
た
の
で
あ
る
。

日
銀
卸
貢
物
侵
指
数
は
、
明
治
三
十
三
年
十
月
全
標
準
時
期
ご
し
て
箇
別
物
債
指
数
を
求
め
、
真
に
五
十
六
筒

別
物
債
指
数
の
軍
純
算
術
卒
均
に
よ
り
線
物
償
指
数
を
算
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
片
拙
に
標
準
時
期
ご
平
均
の
方
法

己
が
問
題
芭
な
る

ωで
あ
る
o

通
常
物
価
唄
指
数
の
磁
準
時
期
ご
し
て
は
、

一
年
平
均
五
年
平
均
又
は
十
年
卒
均
が
採
用
せ
巳
れ
て
ゐ
る
。
蓋
し

特
定
の
一
ヶ
月
は
往
々
に
し
て
特
殊
の
事
情
仁
支
配
せ
ら
れ
、
従
っ
て
正
常
の
物
債
を
示
す
匁
め
に
は
一
ヶ
月
よ

り
一
年
卒
均
五
年
卒
均
十
年
平
均
の
方
が
過
賞
し
て
ぬ
る
か
ら
で
め
る
o

殊
仁
十
年
且
品
集
循
環
説
よ
ち
し
て
、
十



年
平
均
は
可
な
ら
重
ん
性
ら
れ

τ
ゐ
る
。
此
見
地
よ
b
す
る
ご
、

日
銀
卸
貢
物
価
問
指
数
の
採
用
せ
る
明
治
三
十
三

年
十
月
Z
云
ふ
特
定
の
一
ヶ
月
は
、
岡
町
準
時
期
ご
し
て
ど
う
も
不
逝
蛍

ω慌
に
思
は
れ
る
。

試
み
に
明
治
三
十
六
年
十
月
か
ら
大
正
十
二
年
七
月
迄
の
筒
別
物
横
指
敷
を
調
べ
て
見
る
c

而
し
て
五
十
六
品

日
中
・
突
の
如
き
板
端
な
例
を
臓
器
見
し
た
の
で
ゐ
っ
た
。

明
治
三
十
三
年
十
月
の
指
数
(
一

O
O
)
よ
り
低
き
物
債
を
一
市
せ
し
回
数
(
一
一
円
七
十
四
ヶ
月
中
)

一
、
皮
革
(
一
し
)

洋
紙
(
O
)

砂
糖
(
五
)

木
蝋
(
五
)

二
、
洋
館
で
七
O
)

初
二
重
(
一
六
入
)

甲
斐
絹
{
一
六
わ
}
洋
釘
(
一
五
C
)

二
百
七
十
四
ヶ
月
間
(
明
治
-
一
十
一
一
年
十
月
乃

至
大
正
士
一
年
七
月
)
に
於
け
る
各
筒
別
物
償
指
数
の
幾
何
卒
均
(
明
拍
一
-
一
十
一
一
一
年
十
月
を
一
C
C
止
す
)

一
司
砂
糖
今
一
一
三
三
九
)
姐
(
三
六
二
三
}
小
一
旦
三
九
七
・
主
同
)
味
噌
(
一
八
一
一

-
C
ニ)

二、

mm
二
重
(
一
O
一
二
・
七
五
」
銅
二
一

0
・事
Q
)

甲
斐
絹
{
一
」
了
七
二
)
肥
料
糠
(
二
λ
ム
ハ
士
)

一
方
に
は
標
準
時
期
よ
り
常
に
高
き
指
数
を
示
し
て
ゐ
る
皮
革
、
洋
紙
が
あ
る

h
r
t
忠
へ
ば
、
他
方
に
は
標
準

時
期
よ
ら
低
き
数
字
を
示
す
事
が
会
期
間
の
六
割
以
上
に
及
ぶ
洋
錨
.
羽
二
重
が
あ
り
、
叉
二
百
七
十
四
ヶ
月
の

幾
何
一
宇
均
が
標
準
時
期
の
二
倍
以
上
に
上
っ
て
ゐ
る
砂
糖
、
掃
を
見
る
芭
共
仁
、
又
卒
均
が
標
準
時
期
の
指
数
E

殆
ん
ど
同
様
な
る
濁
二
重
の
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
泊
。
要
す
る
に
、
明
治
三
十
三
年
十
月
な
る
様
準
時
期
が

越
し

τゐ
る
時
も
ゐ
'
9
.

高
き
に
過
ぎ
る
事
あ
り
、
又
低
き
に
過
ぎ
る
場
合
も
め
る
。
従
っ
て
明
治
三
十
三
年
十

論

叢

H
銀
鞠
憤
帽
蜘
白
研
究

第
二
イ
巷

(
第
三
腕

h

九
)

E 

J 



百耐

気，
~I ;， 

日
組
駒
偶
相
扱
¢
研
究

棒
二
十
巷

(
弟
三
就

七
f
t
)

E 

回

月
は
.
金
本
位
制
定
の
時
ご
し
て
は
記
念
す
べ
き
時
で
あ
る
が
、
標
準
時
期
ご

L
て
は
多
少
疑
問
の
あ
る
を
兎
れ

ょ
、
。

7

L

 
こ
の
標
準
時
期
の
定
的
方
の
如
何
は
、
総
物
債
指
数
仁
一
算
術
卒
均
を
用
ふ
る
場
合
に
於
て
、
非
常
な
る
影
響
を

奥
へ
る
o
今
般
に
米
、

小
袋
、
織
の
ゴ
一
筒
別
物
債
指
数
よ
り
な
る
纏
物
価
慣
指
数
を
考
へ
る
o

そ
の
標
準
時
期
を
三

月
仁
す
る
か
五
月
に
ご
る
か
に
よ
っ
て
、
非
常
な
る
差
を
生
や
る
の
で
あ
る
。
次
の
如
〈
で
あ
る
c

月

四

月

五

月

月

四

月

E 

月ノ

鴨慣筒

物指別
f買
指 重責物
璽を ~、
〆ー、館小米
平算

均術
、--'

一O
O

ヨ王
O 

。

五
C
C

五
C 

C 
O 

妻

J

。。

O 

一六〈い

~.て

七
宜

O 
O 

O 
O 

E 
O 

O 
O 

li 
O 

七
五

O 
O 

目。。

-
D
七

セ

o 
四

三

-
0
0
 

筒
別
物
贋
指
数
り
標
準
年
月
を
三
月
よ
り
五
月
に
援
す
る
事
に
よ
り
、
縞
物
債
指
数
の
師
団
化
の
度
が
獲
る
の
み

な
ら
?
「
組
霊
殿
よ

1
耳
へ
は
十
二
七
工
り
ム
一

O
刊
で
相
封
般
に
て
は
ト
二
ヒ
拓
よ
り
ム
五
一
掃
へ
)
、
兎
に
纏
物
償
指
数
の
鍾
化
の

方
向
が
土
向
き
(
十
)
よ
り
下
向
き
(

A

)

へ
移
る
の
で
あ
る
o
勿
論
-
』
れ
は
極
端
な
る
例
で
あ
る
が
、
大
小
り
粍
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
同
様
の
現
象
を
日
銀
物
贋
指
数
に
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
標
準
時
期
の
援
動
に
基
き

総
物
横
指
数

ω品
型
化
の
度
に
影
響
を
奥
へ
る
事
は
、
幾
何
卒
均

ω採
用
に
よ
り
之
を
救
済
す
る
事
が
出
来
る
。



国
ω
r
q
の
所
謂
回
目
。
河
2
2
z
-
、
吋
日
付
な
る
も
の
は
此
勅
に
鯛
れ
て
ゐ
る
。

標
準
時
期
及
び
卒
均
に
つ
き
、
私
の
採
用
し
た
の
は
弐
の
方
法
で
ゐ
る
o

問
題
は
明
治
三
十
三
年
十
月
か
ら
大
正
十
二
年
七
月
迄
の
物
痕
指
数
で
ゐ
る
か
ら
、

こ
の
二
百
七
十
四
ゲ
月

ω

全
館
一
』
吾
川
町
準
年
月
ご
し
て
最
も
無
難
な
る
も
の
で
あ
る
。
放
に
な
は
こ
的
二
百
七
十
四
ヶ
月
同
の
筒
別
物
債
指

数
の
幾
何
平
均
を
ご
り
・

毛
れ
を
標
準
(
一
0
0
)
に
し
て
各
筒
別
物
侵
指
数
に
換
算
セ
加
へ
た
の
で
あ
る
。
重
要
商

品
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
米
(
一
五
七
・
九
問
)
小
姿
(
一
五
了
八
七
)
砂
糖
(
二
三
一
-
一
子
九
)
雄
{
二
一
六
・
三
二
)
日
本
酒
(
一
四
一
一
-
九

=
一
)
西
洋
誌
(
一
王
七
・
工
品
)
生
紙
三
四
二
・
一
七
)
朋
羽
二
重
(
一
O
三
・
七
宜
)
綿
統
合
七
0
・
T
C
洋
銭
士
会
九
・
九
九
)
銅
(
一
一

。.宜
O
)

石
炭
(
一
六
五
ニ
ハ
O
)

木
材
{
一
一
一
一
四
・
五
四
)
洋
紙
(
一
E
λ

・
一
主
)

さ
云
ム
風
に
、
そ
れ
ん
¥
筒
別
物
贋
指
数
の

二
百
七
十
四
ヶ
月
に
わ
た
る
幾
何
平
均
を
算
定
し
、
夏
に
ヲ
ぞ
の
幾
何
卒
均
で
二
百
七
十
四
ヶ
月
の
筒
別
物
侵
指
数

一
を
割
台
、
そ
れ
に
一

0
0
4
T莱
C
允
の
で
あ
る
o

か
〈

τ明
治
三
十
三
年
十
月
に
標
準
時
期
を
置
き
し
従
来
の
筒

別
物
侵
指
数
に
加
工
し
て
、
過
去
二
十
三
年
の
会
館

ω上
に
基
礎
を
求
む
る
事
に

L
た
の
で
ゐ
る
。

失
は
、
筒
別
物
債
指
数
よ
・
り
線
物
償
指
数
合
算
出
す
る
に
嘗
h
、
如
何
な
る
卒
均
を
用
ふ
る
か
の
問
題
で
あ

る
。
算
術
語
・
均
、
巾
位
数
、
集
積
や
均
等
穂
々
の
平
均
方
法
が
あ
る
が
、
私
は
悲
に
は
車
純
幾
何
卒
均
を
採
用
し

た
。
郎
も
様
準
時
期
を
訂
正
し
た
る
筒
別
物
情
指
数
五
十
六
に
つ
き
、
各
月
に
わ
た
り
幾
何
卒
均
を
求
め
た
の
で

あ
る
o
h
r
〈
て
算
出

L
得
た
る
も
の
が
、
新

L
い
純
物
償
指
数
で
あ
る
。

諭

議

日
銀
一
川
債
指
般
の
研
究

第
二
十
巻

{第一一謡

七

) 

五一?五



品市

叢

日
器
物
慎
指
取
白
研
究

第
二
十
巻

筒
別
物
園
慣
指
数
の
標
準
時
期
を
二
百
七
十
四
ヶ
月
の
全
健
の
期
間
に
泣
き
、 (第
三
競ニ

れ
が
幾
何
卒
均
を
算
出
し
て
、

E 

プセ

事再

表

第
一
表
の
如
き
新
総
物
調
指
数
を
得
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
三
年

同
一
二
十
四
年

間

三

十

五

年

間

三

十

六

年

同

三

十

七

年

同

三

十

凡

年

同

三

十

九

年

同

四

十

年

同

四

十

一

年

同
同
十
一
一
苧

同

四

十

三

年

同

凹

十

四

年

間
四
十
耳
目
年

大

正

二

年

間

三

年

同

四

年

同

五

年ご
匹

J
J

ふ司

伊l

日
韓
卸
買
物
情
指
監
純
平
均

弓字芋苧今季手芋手宇争卒事苧零苧李
完売会若主自宅盟三尭弐空白幸三毛三孟 目

月

宅
・
-
両
方
千
争

点
同
・
入
省
出
円
・
A
亙

古川

A

・
五
九
六
九
・
阿
式

台
一
・
七
ニ
さ
一
・
回
高

量
四
・
九
九
七
孟
・
五
回

完
・
九
“
主
・
苫

A
豆・回一

A
五・白
Z

A
討
・
耳
出
凡
亙
・
ゴ
一
言
一

ま
一
・
昔
口
七
九
・
一
五

者九・
A
回

A
0
・2
耳

A
U

一・吾一

a-・回
A

A

式・五品

A
告-一一一

会
・
主
宰
・
吉
一

A耳・
A
S
a
z
・Z
4
A

A
7
A
一
告
一
・
主

晶
屯
・
一
口
車
七
・
A
A

E
千
葉
一
完
・
完 月

~q 

月

三宅金全会会全合主合会支実主完高音

卓会生会会全会主士会会夫会主主主主

手苧争字芋芋さ争完芋今手主主事手手
空百三塁三空主吉夫支主雪巴三苫玉 Z

主E

月

月

孟語会主宅金三三ろ完全金 22宍問先室奇
・・・・・・・・白 .ι
己実昌命弐蓋表盟主主夫自主呈三歪元

量空会合会先生 A 主~金 12 先き完宗主
・・.・・・・

Eミ完毛弐室首き完宝き克三宅三交函空
七

月

辛
子
九
四
=

抱一円・九
γ

八

六九・七五

省一・七九

八(〕・口一

七九・
4
M

A
式・匂口

八ヨョ・口口

七品・九一

色・
A
ユ

会
・

g

A
昔

L
一九

A
式・
A
q
z

ハ同・七五

A

子会一円

九八・五七

-四
Ez
・-一五

J、
月

完 g 主会会主金会合金 28完畠き毛主:
長会全会会主主主合会主完全会主孟会

む九

月

巴三会会夫会主主完全完全先主き宅宅~ト

会三完児童克三五三国えき会昌里孟毛主月

+
一
月
士
一
月

六
八
・
匂
三
点
A
・2
一日

当
千
三
ヨ
一
同
一
円
・
室

宅
・
-
回
宅
・
夫

同
九
・
也
九
山
九
・
↓
完

封
4

・z
z
h唱
Z
L
1
h

A
口
・
口
世
主
7
A
h町

A
号

室

生

・

若

A
A
四・一一
a
B
A
A
-
回同

A
7
2
2

骨両・耳目]

屯
A
・一一也

JX・回一

八三・=四

A
ユ・一五

A

回・耳コ=一一

A
四・ム
Z

A
A
-
-
亘

A
A
・完

A
A

・D
A
d
o
u
?
五一

八
回
・
六
一
也
九
・
5
Z

八
七
ニ
耳
九
了
一
宅

一一[)・省一一一-一・
4
白

-四己・一コ一一回-一・角一



同同同同同

十寸 1- 九 λ 七

年年年年年年

一
男
・
金
一
至
・
三
玉
守
口
ニ
一
夫
・
九
月
一
五
九
・
一
己
完
了
二
一
室
・
幸
一
書
・
主
一
完
・
老
一
A
d
-
-

金
一
一
全
・
昌
一
会
・
5

一A
7
宝
宅
千
九
一
円
一
指
・
宝
石
田
・
主
人
了
友
一
室
・
ヨ
一
一
一
史
・
一
宮
一
三
子
元
三
千
美
一
三
7
笠
=
望
・
臼
=
歪
・
一
元

一一士山五・一戸-一七孟
-
A
回
一
一
一
七
九
・
耳
三
コ
ι
口
・
口
晶
ヨ
ヨ
子
口
己
コ
二
一
・
一
古
-
一
口
話
・
一
耳
コ
ロ
一
・
口
品
一
九
八
・
一
石
一
九
星
会
一
也
一
九
ユ
ニ
一
一
一
屯
占
・
九
百

一
也
一
・
売
-
交
・
史
一
高
・

8

一
向
・
一
昌
一
岩
手
茸
一
宍
・
Aニ
一
き
-
会
一
一
主
・
合
一
完
・
見
又
九
-A回
一
会
・
呈

-
A
7
圭

一
七
千
百
一
一
主
・
昌
一
七
回
・
同
一
一
主
・
塁
王
子
毛
主
了
』
喜
一
語
・
A
Z
E
-
-
A
一
一
宅
-
E

一
一
室
・
一
A

一
室
・
毛
互
角
会
一
一
手

一
六
子
男
一
夫
・
邑
一
七
了
克
一
主
・
昌
一
一
詣
・
口
口
一
室
・

8
-宅・六回

同
明
治
三
十
三
年
十
月
を
標
準
時
期
ご
す
る
の
は
、
回
定
し
た
る
特
定
時
期
を
標
準

Z
L
τ
、
こ
れ
よ
り
他
の
時

期
の
援
化
を
測
定
せ
ん
ご
す
る
企
で
ゐ
る
o

私
の
方
法
は
先
づ
二
百
七
十
四
ヶ
月
を
平
均
す
る
事
じ
よ
っ
て
会
慢

よ
り
抽
象
し
た
る
標
準
を
求
め
出
し
、
次
に
此
標
準
を
一

O
O
ご
し

τ、
部
分
た
る
二
百
七
十
四
ヶ
月
の
各
筒
別

物
侵
指
数
が
会
館

ω上
に
如
何
な
る
割
合
を
占
め

τ
ゐ
る
か
ケ
算
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
郎
も
此
手
績
に
よ

h
F
、
部
分
吉
会
館
正
の
関
係
官
結
び
つ
け
ん
ご
努
的
た
の
で
あ
る
c

換
言
せ
ば
、
物
債
の
正
常
を
一
定
不
援
の
時

期
に
求
め
て
、
千
百
の
猿
化
を
此
不
動
勃
よ
h
観
察
せ
ん
ざ
す
る
従
朱
の
研
究
方
法
に
謝
L
、
私
の
計
算
法
は
、

千
百
の
麗
化
部
分
よ
ち
抽
象

L
た
る
全
開
己
、
千
百
の
麗
化
部
分
其
者
古
の
闘
係
を
明
か
に
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ

る
C

目
的
ざ
す
る
所
の
異
な
る
に
従
び
、
各
々
ぞ
の
長
所
を
有

L
て
ゐ
る
o

算
術
卒
均
を
棄
て
幾
何
平
均
を
採
用

L
た
事
に
よ
旬
、
賞
際
上
は
著
L
き
強
化
を
鷲
さ
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
雨
者
が
盤
化
の
一
方
向
を
異
に
せ
る
事

数
回
ゐ
b
、
且
つ
方
向
が
麗
ら
な
い
迄
も
麓
化
の
程
度
に
差
を
生
じ
た
事
は
随
所
に
之
を
見
受
け
る
事
が
出
来

る
。
こ
れ
叉
一
つ
の
試
み
で
ゐ
る
。
(
未
完
)

論

(
第
一
二
披

主f

七

設

日
銀
物
慣
指
拙
白
研
究

第
ご
十
巷

七


